


























































─ 学科創設から完成年度までの 4年間を振り返って ─








































































































































































































































































































































































































































































3． 1 年次の学びと 2年次以降の専門課程
へのつなぎとして（松田）
以上が、保育福祉心理専攻の基礎演習で行っ
てきた実践教育の概要である。そして授業の最
後には、春学期の初年次演習からこの基礎演習
までを通して印象に残ったことや、自身で行っ
てきたボランティア体験、対人援助職を目指す
に至った理由や今後の学びの予定などについ
て、学生が 1人ずつ語る時間を設けることで、
1年次のまとめとしている。
1年次の秋学期から、それぞれの課程におい
て少しずつ専門課程の授業が始まってはいる
が、本格的に学び始めるのは 2年次以降である。
保育士課程においては専門の授業が占める割合
が圧倒的に増え、精神保健福祉士課程において
は障がい者と実際に交流する体験授業や、精神
保健福祉の歴史や制度について学ぶ講義などが
始まる。3、4年次にはどちらの課程において
も法定実習に赴くことになり、4年次ではこの
法定実習と卒論と就職活動を同時進行で行うこ
ととなる。さらに精神保健福祉士課程では 4年
次の最後の 1月に国家試験を受験することとな
る。
このような学びの流れの中で、1年次の春に
事前に必要な知識を得た上で施設見学をし、秋
の基礎演習では現場の人たちと出会う・接する・
関わる、あるいは当事者の話を聴く、というこ
とが必要となるのである。自分たちが目指して
いる職種と職場と対象者について、まずは知り、
関わりながら、大学での学びを深めると同時に、
人間理解および自己理解も深めていくことが期
待される。
初めに述べたように、学生たちの生活体験や
人との生の関わりが乏しくなってきている中
で、複雑な課題を山積みに抱えた現場に送りだ
さねばならないジレンマを感じつつも、大学で
の学びと現場での実践の往復の中で、学生たち
には少しでも在学中に社会に馴染んでもらい、
4年後に希望をもって巣立っていってくれるこ
とを願わずにおれない。

